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プロジェクト概要 
本研究開発プロジェクトは必ずしも単体では「誤り耐性型汎用量子コ

ンピュータ」を実現するほどではない NISQ 規模(中小規模)の量子計算

機を量子接続し、大規模化するためのネットワーク化技術を開発します。

それと同時にネットワーク化することにより分散型量子コンピューテ

ィングを含む任意の量子アルゴリズムを実装可能にするとともに、「誤

り耐性型汎用量子コンピュータ」により顕在化する情報セキュリティの

脅威も同時に解決することを目標に研究を進めています。現在の技術か

ら NISQ 規模量子コンピュータの候補となるハードウェアとして、超

伝導、光、原子・イオン、半導体の各物理系が想定されています。これ

らの量子コンピュータをネットワーク接続することでネットワーク型

量子コンピュータを実現し、光と協調して動作する NISQ 規模量子プ

ロトコルを実装する計画です。 

 

２０３０年までのマイルストーン 
モジュール化された量子コンピュータを接続し大規模化することで、

誤り訂正可能な規模のネットワーク型量子コンピュータを実現します。

量子インターネットに接続された遠隔量子コンピュータ間プロトコル

を実証します。 
 

２０２５年までのマイルストーン 
誤り訂正に必要な規模まで量子ビット数の拡張が可能であることを

示すため、離れた量子ビットや量子メモリ間のネットワーク接続を実証

します。遠隔の基本量子プロトコルを実証します。 
 

研究開発体制 （2024 年 4 月時点） 
本プロジェクトでは、各物理系に対応した研究開発項目を「原子ネッ

トワーク型技術」、「光子ネットワーク型技術」、「半導体ネットワーク型

技術」、「超伝導ネットワーク型技術」として研究開発を推進します。ま

た、ネットワーク化に共通して用いられる光子検出技術の研究開発を

「原子ネットワーク型技術」において実施し、その研究成果を各研究開

発項目に水平展開するとともに、他のプロジェクトへも展開する計画で

す。各課題推進者を以下の図にまとめています。「原子ネットワーク型

技術」では、原子と光子の量子もつれを大規模に用意してネットワーク

接続することに取り組んでいます。「光子ネットワーク型技術」では、

光子量子ビット間の相互作用を共振器 QED の技術で実現し、光子量子

ビットの量子もつれを大規模に用意してネットワーク化することに取

り組んでいます。「半導体ネットワーク型技術」では、半導体量子ドッ

ト中の電子や正孔の持つスピンを量子ビットとして用いて構成した半

導体量子コンピュータをネットワーク化するための光子とシリコン量

子ビットの量子インターフェース技術、シリコン量子ビット間結合技術、

半導体量子ビットによる大規模光ネットワーク化技術に取り組んでい

ます。「超伝導ネットワーク型技術」では、極低温においてマイクロ波

周波数で動作する超伝導量子ビットをネットワーク接続するための量

子インターフェース（トランスデューサー）に取り組んでいます。最終

的には本プロジェクトの研究成果を他のプロジェクトに積極的に展開

して、ムーンショット目標 6全体の達成に貢献します。 

 


